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師
走
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。
又
、
年
頭

の
正
月
よ
り
一
年
間
各
種
神
事
行
事
に
対
し
ま
し
て
ご
崇
敬
ご
奉
献
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
社
の
ご
祭
神
・
神
功
皇
后
の
こ
と
は
、
前
回
の
『
三
石
さ
ん
』
十
九
号
で
「
風
土
記
」（
含
む
逸
文
）
の
成
立
と
「
摂

津
国
風
土
記
」
逸
文
の
伝
承
を
記
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
岡
山
県
牛う

し

窓ま
ど

の
神
功
皇
后
伝
承
を
述
べ
た
い
。

牛
窓
は
岡
山
県
南
東
部
の
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
の
地
で
、
播
磨
灘
の
西
端
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海
を
望
む
古
く
か
ら
の
港
町
で
、

現
在
は
「
日
本
の
エ
ー
ゲ
海
・
牛
窓
」
と
称
し
て
観
光
誘
致
に
努
力
し
て
い
る
。

牛
窓
の
地
名
由
来
は
、『
備
前
国
風
土
記
』
逸
文
の
牛
窓
の
条
に
、「
神
功
皇
后
の
み
舟
、
備
前
の
海
上
を
過
ぎ
た
ま
ひ
し
時
、

大
き
な
る
牛
あ
り
、
出
で
て
み
舟
を
覆

く
つ
が
へさ
ん
と
し
き
。
住
吉
の
明
神(

住
吉
大
神)

、
老お
き
な翁
と
化な

り
て
、
其
の
角つ
の

を
以
ち
て
投
げ

倒た
お

し
た
ま
ひ
き
。
故
に
其
の
処
と
こ
ろ
を
名
づ
け
て
牛う
し

転ま
ろ
びと
曰い

ひ
き
。
今
、
牛
窓
と
云
う
は
訛
よ
こ
な
まれ
る
な
り
」
と
見
え
る
の
を
始
め
、
誉こ
ん

田だ

八
幡
宮
（
大
阪
府
羽
曳
野
市
誉
田
三
丁
目
鎮
座
）
所
蔵
の
誉
田
八
幡
宮
資
料
の
一
つ
で
あ
る
『
神
功
皇
后
縁
起
』
絵
巻
（
二
巻
の

絵
巻
物
。
室
町
時
代
中
期
の
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
作
。
重
要
文
化
財
）
第
一
巻
に
は
、「
皇
后
備
後
（『
備
前
国
風
土
記
』
逸

文
で
は
備
前
で
あ
る
）
の
と
ま
り
に
付
き
給
時
、
長
十
丈
ば
か
り
な
る
牛
興

〈
マ
マ
〉の

方
よ
り
出
来
て
、
の
ら
せ
給
つ
る
御
船
を
損
は
ん

と
す
。
其
時
此
老
翁(

住
吉
大
神)

彼
牛
の
二
の
角
を
取
て
海
中
へ
な
げ
入
つ
。
然
に
此
牛
海
中
に
し
て
島
と
な
り
て
今
に
あ
り
。

仍
此
所
を
ば
牛
ま
ど
と
い
ひ
て
、
文
字
に
は
牛
ま
ろ
ば
し
と
書
た
り
」
と
見
え
、『
鹿

ろ
く
お
ん
い
ん
ど
の
い
つ
く
し
ま
も
う
で
き

苑
院
殿
厳
島
詣
記
』（
室
町
幕
府
第
三
代
将

軍
足あ

し

利か
が

義よ
し

満み
つ

の
厳
島
詣
に
随
行
し
た
今い
ま

川が
わ

貞さ
だ

世よ

（
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
武
将
、
歌
人
、
守
護
大
名
。
室

町
幕
府
の
九
州
探
題
、
遠
江
、
駿
河
半
国
守
護
。
法
名
は
了

り
ょ
う
し
ゅ
ん
俊
）
が
記
し
た
紀
行
文
）
に
は
、
元
中
六
（
一
三
八
九
、
北
朝
元

○
　
ご
家
庭
・
会
社
事
務
所
に
神
棚
を
祀
り
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
伊
勢
さ
ん
の
お
神ふ

だ札
（
神
宮
大
麻
）
と
三
石
さ
ん
の
お
神

札
を
合
せ
奉
斎
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
神
札
は
、
毎
年
末
も
し
く
は
新
年
に
新
し
く
改
め
て
お
祀

り
し
ま
し
ょ
う
。
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号
）
年
三
月
、
そ
の
際
に
は
復
路
は
牛
窓
に
寄
港
し
て
い
る
。
そ
の
『
鹿
苑
院
殿
厳
島
詣

記
』
の
六
日
の
条
で
、牛
窓
の
地
名
伝
承
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
御
船
は
い
で
て
。

牛
窓
。
ま
井
の
す
な
ど
に
い
た
り
ぬ
。
ま
こ
と
や
此
う
し
ま
ど
と
い
ふ
所
は
。
む
か
し
お

き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
御
舟
出
の
と
き
。
け
し
か
る
う
し
の
御
舟
を
く
つ
が
へ
さ
む
と
し

け
る
を
。
住
吉
の
御
神
の
と
り
て
な
げ
さ
せ
給
し
か
ば
。
か
の
牛
ま
ろ
び
死
け
る
が
島
と

成
て
。
そ
れ
よ
り
う
し
ま
ど
と
い
ふ
也
け
り
。
牛
ま
ろ
ぶ
と
書
て
。
う
し
ま
ど
と
よ
む
と

な
む
聞
侍
し
な
り
」
と
見
え
る
。

『
本
朝
神
社
考
』（
林
は
や
し

羅ら

山ざ
ん

（
江
戸
時
代
初
期
の
朱
子
学
派
儒
学
者
。
羅
山
は
号
。
出
家

後
の
号
、
道ど
う

春し
ゅ
んの
名
で
も
知
ら
れ
る
）
の
儒
教
神
道
で
著
し
た
神
社
研
究
書
。
成
立
年
未

詳
）
下
巻
の
牛
窓
の
条
に
は
、「
神
功
皇
后
の
舟
備
前
の
海
上
を
過
ぐ
。
時
に
大
牛
あ
り
、

出
で
ゝ
舟
を
覆
さ
ん
と
欲
す
。
住
吉
の
明
神
老
翁
と
化
し
て
、
其
の
角
を
以
て
投
げ
倒
す
、

故
に
其
処
を
名
づ
け
て
牛
転
と
い
ふ
。
今
牛
窓
と
い
ふ
は
訛
な
り
」と
見
え
、後
段
に
、「
其

の
牛
は
葢
し
塵じ
ん

輪り
ん

鬼
の
化
す
る
所
な
り
。
塵
輪
八
の
頭
か
う
べ
あ
り
。
嘗
て
黒
雲
に
駕の

り
来
つ
て

仲
哀
帝
を
侵
す
。
帝
之
を
射
る
、
身
首
二
と
為
つ
て
落
死
す
」
と
見
え
る
記
事
の
出
典
は
、

『
八
幡
愚
童
訓
』（
鎌
倉
時
代
後
期
に
成
立
し
た
石
清
水
八
幡
宮
の
霊
験
記
。
作
者
未
詳
）

上
の
降
伏
事
の
条
に
、「
第
六
日
当
て
黒
雲
忽
た
な
び
き
。
塵
輪
瞋
い
か
ら
すレ
目
。
持
二

弓
き
ゅ
う

箭せ
ん

一

来
け
れ
ば
。
高
丸
武
内
大
臣
奏

−二
聞
此
由
一
。
御
門
（
天
皇
）
自
取
二
御
弓
一
。
箭を
は
け
て

射
さ
せ
玉
へ
ば
。
塵
輪
頭
を
射
切
て
。
頭
身
二に
成
て
落
に
け
り
。
塵
輪
う
せ
ぬ
る
は
雖
二

悦
也と一
。」
と
塵
輪
の
記
事
が
見
え
る
が
、『
八
幡
愚
童
訓
』
に
は
牛
窓
の
記
事
は
見
え
な
い
。

さ
ら
に
、「
伴ば
ん

信の
ぶ

友と
も

（
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
）
は
、『
諸
国
風
土
記
逸
文
稿
』（『
古

本
風
土
記
逸
文
』
と
も
）
を
写
し
た
『
風
土
記
逸
文
』
下
の
備
前
国
風
土
記
牛
窓
の
条
に
、

「
神
功
皇
后
舟
過
二
備
前
海
上
一
時
、
有
大
牛
出
欲
レ
覆
レ
舟
、
住
吉
明
神
（
住
吉
大
神
）
化

二
老
翁
一
以
二
其
角
一
投
倒
之
、
故
名
二
其
処
一
曰
二
牛
転
一
」
と
記
し
、
さ
ら
に
「
今
云
二
牛

窓
一
訛
也 

林
道
春
神
社
考
（『
本
朝
神
社
考
』）
六
此
事
、亦
見
二
于
鹿
苑
院
厳
島
詣
記
（『
鹿

苑
院
殿
厳
島
詣
記
』）
一
、 

疑
風
土
記
文
歟
（
お
そ
ら
く
風
土
記
の
文
で
あ
る
）」
と
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
牛
窓
の
伝
承
は
す
べ
て
『
備
前
国
風
土
記
』
逸
文
か
ら
の
採
択
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
神
功
皇
后
縁
起
』
絵
巻
や
『
鹿
苑
院
殿
厳
島
詣
記
』
に
、
大
牛
が
死
し

て
島
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
島
を
地
元
で
は
牛
窓
沖
に
あ
る
前
島
と
色
付

き
三
島
（
黒
島
・
黄
島
・
青
島
）
と
し
て
い
る
。

ま
た
、『
万
葉
集
』
な
ど
に
、
牛
窓
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。「
牛
窓
の
、
波
の
潮
騒
、
島

響と
よ

み
、
寄
さ
え
し
君
は
、
逢
は
ず
か
も
あ
ら
む
」（『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
（
二
七
三
一
）・

物
に
寄
せ
て
思
を
陳の

ぶ
の
条
）、「
は
し
だ
て
と
、
名
は
高
砂
の
、
松
な
れ
ど
、
み
は
牛
窓
に
、

よ
す
る
し
ら
な
み
」（『
曽そ

丹た
ん

集し
ゅ
う』（
平
安
時
代
中
期
の
歌か

人じ
ん

曽そ

禰ね
の

好よ
し

忠た
だ

の
私
家
集
。
成
立

年
未
詳
）
百
首
和
歌
、
つ
ら
ね
う
た
の
条
）、「
う
し
ま
ど
を
、
た
た
く
ゝ
ゐ
な
の
、
お
ど

す
な
り
、
な
み
う
ち
あ
げ
て
、
だ
れ
か
と
ふ
ら
ん
」（『
夫み

木ぼ
く

和
歌
抄
』
源
俊と
し

頼よ
り

（
平
安
時

代
後
期
の
官
人
・
歌
人
）
朝
臣
の
水
鶏
の
条
）
な
ど
。

岡
山
県
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
亀
山
に
牛
窓
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
社
記
に
は
、
土

地
の
神
霊
及
び
氏
の
祖
先
の
神
霊
（
牛
窓
に
は
牛
窓
天
神
山
古
墳
（
八
五
ｍ
）
な
ど
大
き

な
五
つ
の
古
墳
が
あ
り
、
牛
窓
首
長
の
墓
と
さ
れ
て
い
る
）
を
祀
っ
て
お
り
、
牛
窓
明
神

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
平
安
時
代
の
長
和
年
間
（
一
〇
一
二
～
一
〇
一
六
年
）
教
円
大
徳

が
宇
佐
八
幡
宮
よ
り
応
神
天
皇
・
神
功
皇
后
・
比
売
大
神
な
ど
の
神
霊
を
勧
請
し
て
牛
窓

八
幡
宮
と
な
っ
た
。
明
治
に
至
り
、
か
つ
て
神
功
皇
后
が
活
躍
し
た
聖
地
た
る
牛
窓
な
る

が
故
に
牛
窓
神
社
に
改
称
し
た
と
い
う
。

関
西
か
ら
瀬
戸
内
、
九
州
（
主
に
北
部
）
に
は
神
功
皇
后
伝
承
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

そ
の
伝
承
を
氏
子
崇
敬
者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
き
た
い
為
、
今
後
も
掲
載
を
続
け
た
い
。
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平
成
二
十
九
年
十
一
月

平
成
二
十
九
年
十
一
月

七
五
三
詣
祈
祷
斎
行

十
一
月
中
、
七
五
三
詣
祈
祷
を
斎
行
し

た
。
近
年
子
供
さ
ん
の
貸
衣
装
予
約
の
関

係
か
、
早
々
と
十
月
に
参
拝
さ
れ
る
ご
家

族
も
あ
る
。

当
社
で
は
七
五
三
に
当
た
る
子
供
さ
ん

の
玉
串
奉
奠
や
、
拝
殿
内
で
の
記
念
写
真

撮
影
も
行
い
、
千
歳
飴
や
オ
モ
チ
ャ
・
風

船
・
お
み
や
げ
セ
ッ
ト
等
の
他
に
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
バ
ッ
ク
等
の
記
念
品
も
お
渡
し
し

て
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

土
・
日
・
祝
日
に
限
ら
ず
期
間
中
に
は

会
館
二
階
に
特
設
写
真
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
、

記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
設

備
し
て
い
ま
す
。

特設スタジオでの記念写真

ま
た
、
お
宮
参
り
に
も
ご
連
絡
頂
け
れ

ば
ス
タ
ジ
オ
を
設
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
七
五
三
詣
・
お
宮
参
り
の
写
真

ス
タ
ジ
オ
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
予
約
を

お
入
れ
く
だ
さ
い
。

介
護
施
設
起
工
地
鎮
祭
斎
行

十
五
日
、
氏
子
内
の
兵
庫
区
笠
松
通
六

丁
目
で
十
二
名
参
列
の
も
と
、
重
量
鉄
骨

造
五
階
建
て
延
床
面
積
八
八
三
．
七
〇

㎡
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

「
Ｋ

か

が

や

き

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
の
起
工
地
鎮
祭

が
斎
行
さ
れ
た
。

施
主
の
㈱
東
洋
信
号
通
信
社
は
同
地
に

て
訪
問
介
護
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と

し
て
、「
け
あ
ー
ら
ぼ
・
か
が
や
き
」
を

開
設
し
て
い
た
が
、
こ
の
度
更
な
る
介

護
・
支
援
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
た

め
、
既
存
建
屋
を
撤
去
し
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
を
新
た
に
建
築
す
る

も
の
で
あ
る
。

当
日
は
設
計
・
施
工
の
㈱
エ
ヌ
・
エ
イ

チ
・
ケ
イ
日
本
ハ
ウ
ス
神
戸
の
設
計
担
当

者
の
草
苅
始
め
の
儀
、
施
主
で
事
業
主
で

あ
る
㈱
東
洋
信
号
通
信
社
の
小
島
社
長
が

穿
初
の
儀
、
更
に
施
工
者
を
代
表
し
て
営

業
本
部
長
が
鍬
入
れ
の
儀
を
、
夫
々
「
エ

イ
・
エ
イ
」
と
力
強
い
掛
け
声
を
か
け
執

り
行
っ
た
後
、
前
記
関
係
代
表
者
が
玉
串

拝
礼
し
て
、
平
成
三
十
年
六
月
末
迄
の
長

期
工
事
中
の
無
事
故
・
無
災
害
を
祈
願
し

た
。平

成
三
十
年
一
月

平
成
三
十
年
一
月

柔
道
選
手
・
阿
部
兄
妹

　
　
　
　
　
今
年
も
必
勝
祈
願
参
拝

初
詣
で
賑
わ
う
一
日
、
二
〇
二
〇
年
開

催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
柔
道
女

子
五
十
二
キ
ロ
級
の
金
メ
ダ
ル
候
補
と
し

て
注
目
さ
れ
る
阿
部
詩（
夙
川
学
院
高
校
）

選
手
が
、
テ
レ
ビ
取
材
関
係
者
共
々
、
今

年
も
当
社
に
必
勝
祈
願
参
拝
し
た
。

阿
部
選
手
は
、
参
拝
後
「
大
吉
」
み
く

じ
を
引
い
て
大
変
喜
ば
れ
、
祈
願
絵
馬
に

「
今
年
一
年
負
け
な
し
！
世
界
一
‼
」
と

書
き
、
御
守
護
を
願
っ
て
絵
馬
掛
け
に
吊

る
し
た
。

七
日
に
は
兄
の
一
二
三
（
日
本
体
育
大

学
）
選
手
が
同
じ
く
テ
レ
ビ
取
材
関
係
者

共
々
参
拝
し
、
祈
願
絵
馬
に
「
今
年
も
一

年
負
け
な
し
！
」
と
書
い
て
絵
馬
掛
け
に

吊
る
し
た
。

当
社
の
御
祭
神
・
神
功
皇
后
の
勝
運
神

徳
の
御
守
護
も
あ
っ
て
、
九
月
に
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
国
バ
ク
ー
で
開
催
さ
れ
た
世

界
柔
道
選
手
権
で
は
、
阿
部
詩
選
手
は
日

本
選
手
と
の
決
勝
戦
で
あ
っ
た
が
全
て
一

本
勝
ち
し
、
絵
馬
に
書
い
た
「
世
界
一

‼
」
の
祈
願
通
り
初
優
勝
し
た
。
一
二
三

選
手
は
決
勝
戦
で
優
勢
勝
ち
し
二
連
覇
を

今年の阿部兄妹の祈願絵馬と
ＴＶ放送一場面

竣工したサービス付き
高齢者向住宅
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果
た
し
た
。

尚
、
詩
選
手
の
当
社
参
拝
模
様
は
、
本

年
十
月
十
三
日
の
読
売
Ｔ
Ｖ
の
ア
ス
リ
ー

ト
を
放
送
す
る
「
あ
す
リ
ー
ト
」
番
組
で

放
送
さ
れ
た
。

年
頭
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
斎
行

正
月
三
日
、「
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願

祭
」
が
総
代･

氏
子
崇
敬
者
三
十
一
名
の

参
列
の
も
と
厳
か
に
斎
行
さ
れ
、
今
年
一

年
の
参
列
者
各
位
は
も
と
よ
り
、
氏
子
崇

敬
者
更
に
各
事
業
所
の
安
寧
と
繁
栄
を
祈

願
し
た
。

本
年
の
神
前
奉
納
は
、
琴
の
献
奏
で
あ

る
。
こ
の
度
の
演
者
は
、
数
年
前
に
琵
琶

の
神
前
奉
納
を
さ
れ
た
中
野
翔
水
先
生
の

肝
煎
り
に
よ
り
、
琴
の
生
田
流
宮
城
社
大

師
範
の
浜
田
静
代
先
生
と
同
師
範
の
近
藤

眞
佐
子
先
生
に
よ
る
「
昭
和
松
竹
梅
」
と

「
春
の
海
」
を
献
奏
し
て
い
た
だ
い
た
。

「
昭
和
松
竹
梅
」
は
、
今
上
陛
下
ご
誕

生
奉
祝
演
奏
会
の
た
め
に
作
ら
れ
た
祝
儀

曲
で
、
前
半
は
吉
祥
の
象
徴
で
あ
る
松
竹

梅
を
詠
み
こ
み
、
後
半
で
は
祝
盃
を
あ
げ

て
吉
日
を
寿
ぐ
喜
び
を
華
や
か
に
表
現
し

て
い
る
。「
昭
和
松
竹
梅
」
の
詞
は
、「
天

地
の
瑞
気
あ
つ
ま
る
大
足
日
、
世
を
挙
げ

て
祝
ぐ
慶
福
の
日
よ
。　

若
枝
の
松
は
千

代
こ
と
ほ
ぎ
て
、
和
む
日
陰
に
緑
を
か
ゝ

げ
、
生
命
太
し
く
伸
び
た
る
竹
は
、
深
く

ぞ
備
へ
て
根
を
張
り
し
づ
か
。
年
経
り
し

梅
は
花
咲
き
、
諸
人
の
胸
に
そ
の
香
を
吹

き
送
り
け
り
。
こ
の
あ
ら
た
な
る
寿
の
、

美
酒
こ
そ
は
こ
こ
に
あ
り
、
生
日
足
日
の

幸
く
み
て
、
倶
に
よ
重
ね
む
こ
れ
の
盃
。

慶
祝
に
同
胞
は
酔
ふ
、
さ
あ
れ
な
べ
て
し

き
に
ぞ
。
こ
こ
ろ
在
る
は
佳
し
、
こ
こ
ろ

在
る
は
佳
し
」（
大
野
恵
造
作
詞
）
と
萬

葉
調
で
格
調
高
い
。

「
春
の
海
」
は
、
昭
和
五
年
の
宮
中
歌

会
始
の
勅
題
″
海
辺
厳
〟
に
ち
な
ん
で
作

ら
れ
、
春
の
の
ど
か
な
瀬
戸
内
の
海
の
雰

囲
気
を
表
現
し
て
い
る
曲
で
あ
る
。

新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
両
先
生
の
優
雅
な

合
奏
に
参
列
者
も
盛
大
な
拍
手
を
送
っ
た
。

式
典
後
、
参
列
者
一
同
破
魔
矢
を
持
ち
、

鳥
居
前
に
て
記
念
写
真
を
撮
り
直
会
に

入
っ
た
。

平
成
三
十
年
三
月

平
成
三
十
年
三
月

マ
ン
シ
ョ
ン
起
工
地
鎮
祭
斎
行

二
十
日
、
兵
庫
区
吉
田
町
三
丁
目
で
神

戸
市
市
街
地
整
備
共
同
建
替
事
業
の
「
エ

ク
セ
ル
御
崎
公
園
レ
ガ
ー
ロ
」
の
竣
工
式

が
斎
行
さ
れ
た
。

建
物
は
、
全
室
か
ら
海
が
望
め
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
六
階
建
で
、
二
十
五
世

帯
入
居
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
共
同
住

宅
で
あ
る
。

事
業
主
で
あ
る
㈱
岡
三
地
所
が
㈱
山
内

徹
郎
都
市
計
画
研
究
室
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
、
大
土
呂
巧
建
築
建
設
設
計
事
務

所
に
設
計
管
理
を
依
頼
し
、
岡
・
今
津
特

別
共
同
企
業
体
に
施
工
を
請
け
負
わ
せ
、

平
成
二
十
九
年
三
月
に
起
工
地
鎮
祭
を
斎

行
し
、
無
事
に
工
事
も
順
調
に
進
み
本
日

の
竣
工
を
迎
え
た
。
尚
、
御
守
護
の
も
と
、

竣
工
式
当
日
に
は
全
室
完
売
で
あ
っ
た
。

神
事
に
は
事
業
主
を
は
じ
め
関
係
者
の

参
列
の
も
と
、
厳
粛
な
神
事
が
斎
行
さ
れ
、

各
代
表
が
玉
串
奉
奠
し
て
竣
工
を
祝
し
、

入
居
者
の
今
後
の
安
全
と
弥
栄
を
祈
願
し

た
。平

成
三
十
年
五
月

平
成
三
十
年
五
月

事
務
所
移
転
神
棚
新
設
式
斎
行

不
動
産
賃
貸
、
分
譲
な
ど
を
事
業
と
す

る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
結
子
会
社
の
菱
重
プ
ロ

パ
テ
ィ
ー
ズ
㈱
近
畿
支
社
は
、
毎
年
頭
、

当
社
に
事
業
安
全
繁
栄
祈
願
参
拝
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
此
度
会
社
事
務
所
を
中

た
と
感
激
し
、
か
わ
い
い
お
稚
児
さ
ん
の

姿
に
微
笑
ん
で
い
た
。

午
後
六
時
か
ら
、
会
館
二
階
に
て
神
幸

式
奉
仕
の
総
代
始
め
氏
子
三
地
区
の
人
達

又
猿
田
彦
会
員
達
を
含
め
総
勢
約
五
十
名

の
出
席
に
よ
る
合
同
直
会
が
開
催
さ
れ
、

無
事
神
幸
式
が
斎
行
で
き
た
喜
び
で
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。

平
成
三
十
年
六
月

平
成
三
十
年
六
月

氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

本
年
の
氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行
は
、
岡

山
県
津
山
市
方
面
へ
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

を
実
施
し
た
。

十
日
、
宮
司
・
禰
宜
を
含
め
総
代
・
氏

子
崇
敬
者
二
十
七
名
（
北
部
氏
子
会
十
一

名
・
南
部
氏
子
会
六
名
・
東
部
氏
子
会
六

名
・
崇
敬
者
二
名
）
の
参
加
の
も
と
、
先

ず
津
山
市
一
宮
に
鎮
座
し
、
美
作
国
一
之

宮
の
中
山
神
社
に
自
由
参
拝
し
て
社
前
で

記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
神
社
は
慶
雲
四

（
七
〇
七
）
年
の
創
建
で
、
天
照
大
神
が

天
の
岩
戸
に
隠
れ
た
際
、
鏡
を
作
っ
た
鏡

作
神
（
石

い
し
こ
り
ど
め
の

凝
姥
神
な
ど
）
を
祀
っ
て
お
り
、

本
殿
は
入
母
屋
造
妻
入
の
他
に
例
を
見
な

い
「
中
山
造
」
と
呼
ば
れ
る
構
造
で
国
指

定
重
要
文
化
財
で
あ
り
、
神
門
は
津
山
城

の
四
脚
門
が
移
築
さ
れ
た
も
の
で
津
山
市

ご神前での琴演奏奉納

鳥居前での記念写真

夕暮れ時の北側から観たライト
アップされた完成マンション
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央
区
中
町
通
の
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
Ｎ
Ｋ
ビ
ル
に

移
転
し
、
新
た
に
神
棚
を
設
け
入
魂
と
事

務
所
移
転
開
設
修
祓
式
を
斎
行
し
た
。

当
日
は
新
設
神
棚
前
に
て
神
事
を
斎
行

し
、
全
社
員
参
列
の
も
と
、
大
久
保
社
長
・

橘
支
社
長
な
ど
が
玉
串
奉
奠
し
、
今
後
の

支
社
繁
栄
と
社
員
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

尚
、
菱
重
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
㈱
は
本
年

七
月
よ
り
Ｊ
Ｒ
西
日
本
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ

㈱
に
社
名
変
更
し
た
。

例
大
祭
と
神
幸
式
斎
行

大
祭
前
の
五
月
一
日
の
神
戸
新
聞
朝
刊

の「
神
戸
の
春
祭
り
・
五
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
兵
庫
区
欄
に
、「
二
十
六
日
十
三
時

半
～
十
六
時
半
、
地
元
児
童
や
住
民
が
み

こ
し
巡
行
。
二
十
七
日
十
三
時
半
か
ら
神

唄
い
な
が
ら
氏
子
町
内
を
巡
幸
、
午
後
四

時
過
ぎ
を
以
て
無
事
終
了
し
た
。
尚
、
例

年
通
り
事
故
の
無
き
よ
う
各
子
供
み
こ
し

に
は
自
社
雇
の
ガ
ー
ド
マ
ン
五
名
や
、
兵

庫
警
察
署
派
遣
の
四
名
の
警
察
官
ら
が
警

備
と
交
通
整
理
に
あ
た
っ
た
。

二
十
七
日
の
日
曜
日
、
五
月
晴
れ
に

恵
ま
れ
、
例
大
祭
最
大
の
神
事
で
あ
る

神
幸
式
が
賑
々
し
く
斎
行
さ
れ
た
。
午

後
一
時
半
の
殿
内
発
輿
祭
斎
行
後
の
二
時

前
よ
り
西
区
井
吹
台
西
町
の
川
﨑
拓
海

君
（
二
十
一
歳
）
扮
す
る
猿
田
彦
の
勇
壮

な
踊
り
に
続
き
、
直
垂
装
束
姿
の
総
代
や
、

和
田
岬
小
学
生
達
の
直
垂
装
束
の
神
宝
持

役
十
四
名
、
吉
田
中
学
校
生
男
女
五
十
八

名
（
男
子
二
十
五
名
、
女
子
三
十
三
名
、

付
添
先
生
六
名
）
に
よ
る
本
神
輿
舁
上
げ

役
、
化
粧
し
て
金
冠
を
着
け
た
宮
司
太
刀

持
役
で
あ
る
兵
庫
区
笠
松
通
の
渡
辺
昇
正

君
（
和
田
岬
小
六
年
）、
衣
装
を
着
装
し

た
お
稚
児
さ
ん
八
名
も
父
兄
共
々
に
行
列

に
加
わ
り
、
そ
の
後
に
各
地
区
子
供
み
こ

し
四
基
、
総
勢
約
二
〇
〇
人
の
神
幸
式
大

行
列
が
出
発
し
、
約
二
時
間
半
か
け
て
氏

子
内
を
巡
幸
し
た
。

沿
道
見
学
の
氏
子
の
人
達
も
、
黄
色
い

声
を
張
り
上
げ
る
女
子
中
学
生
の
参
加
し

た
本
神
輿
行
列
に
元
気
と
希
望
を
も
ら
っ

幸
式
。
猿
田
彦
が
先
導
し
、
刀
や
ほ
こ
を

持
っ
た
小
学
生
、
み
こ
し
、
稚
児
行
列
が

後
に
続
く
」
と
当
社
の
祭
礼
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。

大
祭
日
の
二
十
五
日
金
曜
日
、
午
後
六

時
か
ら
の
例
祭
に
は
、
区
内
神
職
の
ご
助

勤
奉
仕
に
よ
り
、
総
代
始
め
氏
子
崇
敬
者

二
十
一
名
の
参
列
の
も
と
、
例
年
通
り
巫

女
に
よ
る
神
前
神
楽
も
奉
納
し
厳
粛
に
斎

行
し
た
。
後
、
会
館
二
階
に
て
三
菱
重
工

神
戸
造
船
所
の
青
野
総
務
グ
ル
ー
プ
長
の

来
賓
挨
拶
を
賜
り
、乾
杯
、直
会
に
入
っ
た
。

二
十
六
日
土
曜
日
午
前
八
時
よ
り
、
各

地
区
お
旅
所
の
入
魂
修
祓
式
を
斎
行
し
、

午
後
一
時
半
よ
り
、
地
区
総
代
・
氏
子
役

員
・
自
治
会
関
係
者
の
指
導
に
よ
り
、
子

供
み
こ
し
四
基
が
神
輿
唄
を
声
高
ら
か
に

た
と
感
激
し
、
か
わ
い
い
お
稚
児
さ
ん
の

姿
に
微
笑
ん
で
い
た
。

午
後
六
時
か
ら
、
会
館
二
階
に
て
神
幸

式
奉
仕
の
総
代
始
め
氏
子
三
地
区
の
人
達

又
猿
田
彦
会
員
達
を
含
め
総
勢
約
五
十
名

の
出
席
に
よ
る
合
同
直
会
が
開
催
さ
れ
、

無
事
神
幸
式
が
斎
行
で
き
た
喜
び
で
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。

平
成
三
十
年
六
月

平
成
三
十
年
六
月

氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

本
年
の
氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行
は
、
岡

山
県
津
山
市
方
面
へ
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

を
実
施
し
た
。

十
日
、
宮
司
・
禰
宜
を
含
め
総
代
・
氏

子
崇
敬
者
二
十
七
名
（
北
部
氏
子
会
十
一

名
・
南
部
氏
子
会
六
名
・
東
部
氏
子
会
六

名
・
崇
敬
者
二
名
）
の
参
加
の
も
と
、
先

ず
津
山
市
一
宮
に
鎮
座
し
、
美
作
国
一
之

宮
の
中
山
神
社
に
自
由
参
拝
し
て
社
前
で

記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
神
社
は
慶
雲
四

（
七
〇
七
）
年
の
創
建
で
、
天
照
大
神
が

天
の
岩
戸
に
隠
れ
た
際
、
鏡
を
作
っ
た
鏡

作
神
（
石

い
し
こ
り
ど
め
の

凝
姥
神
な
ど
）
を
祀
っ
て
お
り
、

本
殿
は
入
母
屋
造
妻
入
の
他
に
例
を
見
な

い
「
中
山
造
」
と
呼
ば
れ
る
構
造
で
国
指

定
重
要
文
化
財
で
あ
り
、
神
門
は
津
山
城

の
四
脚
門
が
移
築
さ
れ
た
も
の
で
津
山
市

新設神棚前での入魂修祓式

スタジアム前での記念写真
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指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
。

次
に
あ
じ
さ
い
寺
と
称
さ
れ
、
境
内
に

多
く
の
あ
じ
さ
い
を
咲
か
せ
て
い
る
長
法

寺
に
向
か
っ
た
。
参
加
者
は
、
時
節
も
良

く
咲
き
誇
っ
た
あ
じ
さ
い
に
カ
メ
ラ
を
向

け
つ
つ
参
詣
し
て
い
た
。

津
山
国
際
ホ
テ
ル
で
昼
食
を
と
っ
た
後
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
を
聞
き
つ
つ

津
山
城
址
（
鶴
山
公
園
）
天
守
跡
を
目
指

し
て
登
っ
た
が
、
高
齢
者
に
は
つ
ら
い
城

内
の
長
い
距
離
と
梅
雨
の
蒸
し
暑
さ
で
天

守
跡
に
至
っ
た
の
は
わ
ず
か
八
名
程
で

あ
っ
た
。
後
、
津
山
観
光
セ
ン
タ
ー
で
買

物
な
ど
を
し
、
近
く
の
城
東
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
城
東
町
並
み
を
ガ

イ
ド
の
説
明
を
聞
き
つ
つ
散
策
し
て
全
て

の
旅
程
を
終
え
帰
神
し
た
。

年
九
月
十
三
日
に
引
渡
さ
れ
、
建
造
会
社

の
人
達
の
五
色
の
テ
ー
プ
と
マ
ー
チ
に
見

送
ら
れ
福
岡
へ
向
け
て
出
港
し
た
。

平
成
三
十
年
七
月

平
成
三
十
年
七
月

夏
越
祭
（
夏
祭
り
）
斎
行

十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
相
殿
に
祀
る

素
盞
嗚
大
神
の
夏
越
祭
を
斎
行
し
た
。

十
七
日
午
後
六
時
か
ら
の
殿
内
祭
典
に

は
、
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
十
六
名
、
奉
納

舞
踊
拝
観
者
二
名
の
十
八
名
参
列
の
も
と
、

例
年
通
り
上
野
順
子
琉
球
舞
踊
研
究
所
神

戸
支
部
員
に
よ
る
琉
球
舞
踊
二
曲
（
か
た

み
節
、
取し

ぬ
ぶ
じ
ょ
う

納
奉
行
が
神
前
奉
納
さ
れ
た
。

「
か
た
み
節
」
は
、
祝
い
歌
で
、「
か
た

み
」
と
は
物
事
を
う
ま
く
固
め
る
、
ま
と

め
る
意
で
、
貴
方
と
私
の
愛
情
を
か
た
め

進
水
式
斎
行

二
十
日
、
金
川
造
船
㈱
で
、
福
岡
県
苅

田
港
の
海
運
会
社
で
あ
る
福
島
海
運
㈱
の

曳
船
進
水
式
が
斎
行
さ
れ
た
。祭
壇
に「
命

名
書
」「
支
綱
切
断
用
斧
」
も
供
え
ら
れ

た
式
場
で
は
、
祝
詞
奏
上
・
清
め
祓
い
の

後
、船
主
会
社
の
辰
元
社
長
が
「
秀
豊
丸
」

と
命
名
し
た
後
、
船
主
・
建
造
会
社
の
代

表
者
等
が
玉
串
拝
礼
し
て
無
事
な
る
進
水

を
祈
願
し
た
。

神
事
に
続
き
、
社
名
旗
や
色
と
り
ど
り

の
モ
ー
ル
飾
り
を
付
け
た
曳
船
は
、
船
主

会
社
の
福
島
会
長
の
支
綱
切
断
に
よ
り
進

水
マ
ー
チ
の
流
れ
る
中
、五
色
の
紙
吹
雪
・

紙
テ
ー
プ
・
白
鳩
・
風
船
も
舞
い
上
が
り
、

参
列
者
の
喜
び
の
拍
手
の
中
無
事
に
進
水

し
た
。

曳
船
「
秀
豊
丸
」
は
こ
れ
よ
り
船
内
を

含
む
艤
装
工
事
が
進
め
ら
れ
、
平
成
三
十

ま
し
ょ
う
、
七
福
神
の
神
が
全
部
揃
い
、

い
つ
ま
で
も
遊
び
楽
し
み
、
笑
顔
を
絶
や

さ
ぬ
よ
う
に
と
、
扇
子
を
両
手
に
持
っ
て

踊
る
舞
踊
で
あ
る
。
二
曲
目
の
「
取
納
奉

行
」
は
、
旧
藩
時
代
に
島
の
役
人
達
が
、

租
税
の
額
を
決
め
る
王
府
の
取
納
奉
行
が

島
に
や
っ
て
来
た
の
で
、
接
待
に
か
り
出

神戸新聞の茅の輪くぐり神事写真記事

神前奉納の琉球舞踊

美作一之宮中山神社前での記念写真
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さ
れ
る
村
の
美
女
達
の
様
子
を
リ
ズ
ミ
カ

ル
で
軽
快
に
表
現
し
た
女
踊
り
舞
踊
で
あ

る
。
こ
の
琉
球
舞
踊
神
前
奉
納
の
後
、
参

列
者
代
表
各
位
が
玉
串
奉
奠
し
た
。

更
に
、
境
内
に
設
け
た
「
大
茅
の
輪
く

ぐ
り
」
神
事
で
は
、
宮
司
・
禰
宜
に
続
き

参
列
者
一
同
が
「
蘇
民
将
来
、蘇
民
将
来
」

と
唱
え
つ
つ
左
・
右
・
左
と
三
度
く
ぐ
り

夏
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
後
、
会
館
二

階
に
て
三
菱
電
機
神
戸
小
谷
総
務
課
長
の

挨
拶
・
乾
杯
発
声
で
直
会
を
執
り
行
い
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
列
者
は
神
職

手
作
り
で
無
病
息
災
の
ご
利
益
あ
る
「
蘇

民
将
来
茅
の
輪
守
」
を
授
与
さ
れ
お
開
き

と
し
た
。

尚
、
本
年
の
茅
の
輪
守
り
、
ま
た
境
内

の
大
茅
の
輪
の
「
ち
が
や
」
草
は
、
三
菱

電
機
㈱
神
戸
製
作
所
の
ご
配
慮
に
よ
り
、

構
内
自
生
の
ち
が
や
を
用
い
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
三
菱
電
機
神
戸
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
「
ち
が
や
緑
地
管
理
に
よ
っ
て
、

地
元
神
社
の
伝
統
神
事
に
貢
献
す
る
取
組

を
継
続
し
た
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
十
月

平
成
三
十
年
十
月

工
場
現
場
詰
所
神
棚
新
設

　
　
　
　
　
　
修
祓
安
全
祈
願
祭
斎
行

二
十
九
日
の
大
安
日
、
三
菱
重
工
神

戸
造
船
所
内
で
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
組

立
・
試
運
転
ま
た
現
地
据
付
工
事
及
び
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
工
事
な
ど
の
事
業
を
行

う
Ｊ
Ｉ
Ｍ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
神
戸
事
業
所

（
本
社
・
神
奈
川
県
川
崎
市
、神
戸
事
業
所
・

神
戸
市
兵
庫
区
笠
松
通
）
の
製
造
部
工
場

現
場
従
業
員
詰
め
所
で
神
棚
新
設
入
魂
修

祓
安
全
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

神
棚
は
過
日
神
戸
事
業
所
で
伊
勢
神
宮

に
安
全
祈
願
参
拝
し
た
際
買
い
求
め
、
此

度
工
場
現
場
の
安
全
繁
栄
守
護
の
た
め
、

神
戸
造
船
所
内
の
現
場
詰
め
所
に
奉
安
し

た
も
の
で
、
当
日
は
事
業
所
長
を
は
じ
め

現
場
従
業
員
全
員
が
参
列
し
、
吉
国
製
造

部
長
の
玉
串
奉
奠
に
合
わ
せ
拝
礼
し
、
今

後
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
製
造
工
場
の
日
々

三菱電機神戸構内緑地のちがや

新設神棚前での入魂修祓式

の
安
全
と
繁
栄
を
祈
願
し
た
。
斎
主
の

「
ご
安
全
に
！
」
に
参
列
者
全
員
唱
和
し

て
祭
典
を
終
了
し
た
。

社
殿
屋
根
葺
き
替
え
事
業
・
銅
板

御
寄
進
者
ご
芳
名

　（
含　

申
込
・
分
納
・
追
加
、

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
か
ら

平
成
三
十
年
十
月
末
日
ま
で
）

順
不
同
・
敬
称
略
　
　

境内の奉賛芳名掲示板

趣
意
と
お
願
い

　
現
社
殿
は
昭
和
三
十
八
年
に
竣
工
し

て
、
五
十
五
年
と
な
り
ま
す
。

銅
板
の
寿
命
は
約
五
、六
十
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
銅
板
屋
根

の
葺
き
替
え
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
皆
々
様

に
銅
板
寄
進
（
一
枚
二
千
円
）
を
お
願

い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
殿
銅
板
屋
根
に
あ
な
た
様
の
お

名
前
を
残
し
、
更
な
る
三
石
大
神
の
ご

加
護
に
よ
り
、
貴
社
・
貴
家
の
益
々
の

弥
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
た
く
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

に
は
重
ね
て
の
ご
案
内
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

当
社
で
命
名
に
関
係
さ
れ
た
お
子
様
の

お
健
や
か
な
ご
成
長
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
新
　
生
　
児
　
命
　
名

　
　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
か
ら

　
　
平
成
三
十
年
十
月
末
日
ま
で
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シ
リ
ー
ズ

社
務
所
・
境
内
紹
介
　

手
水
社
横
に
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年

の
「
手
水
社
奉
納
石
碑
」
が
あ
る
。

碑
は
高
一
、五
ｍ
、
幅
二
十
八
㎝
で
、

表
面
中
央
に
「
奉
献
三
石
神
社
手
水
社
」

と
記
さ
れ
、
右
に
「
昭
和
三
年
胞
祭
社
」、

左
に
「
五
月
吉
日
神
港
助
産
婦
會
」、
下

段
に
「
発
起
人
林
秀
子
、
世
話
人
山
根
み

祢
・
濱
田
八
重
子
、
差
添
人
吉
田
茂
吉
」

と
四
名
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

当
社
の
御
祭
神
が
神
功
皇
后
で
安
産
の

霊
験
が
あ
る
た
め
、
当
時
の
助
産
婦
会
の

崇
敬
も
あ
り
、
ご
神
徳
へ
の
報
恩
で
手
水

社
が
奉
納
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

手
水
社
は
先
の
大
戦
の
神
戸
大
空
襲
で
焼

失
し
て
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
現
在
の
手

水
社
は
、
戦
後
建
て
た
木
造
の
手
水
社
が

老
朽
し
た
た
め
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）

年
の
平
成
の
御
修
造
事
業
の
一
環
と
し
て

鉄
骨
造
銅
板
葺
き
で
建
築
し
た
も
の
で
あ

る
。さ

て
、
石
碑
に
は
神
港
助
産
婦
会
と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
昭
和
初
期
に
は
こ
の
神

戸
に
も
多
く
の
助
産
婦
さ
ん
が
い
て
会
も

組
織
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
昭
和

四
年
に
は
神
戸
市
産
婆
会
が
設
立
さ
れ

て
い
る
）。
こ
の
和
田
岬
に
も
昭
和
五
十

（
一
九
七
五
）
年
代
中
頃
ま
で
助
産
婦
さ

ん
が
実
在
し
て
い
た
が
、
今
は
個
人
助
産

婦
（
現
在
称
・
助
産
師
）
の
看
板
は
見
か

け
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
助
産
婦
は
古
く
年
を
取
っ

た
婦
人
が
経
験
の
み
で
出
産
の
介
助
を
し

て
子
を
取
り
上
げ
た
の
で
、
取
り
上
げ
婆ば

あ

さ
ん
（
地
方
に
よ
り
名
称
は
異
な
る
）・

産さ
ん

婆ば

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明
治
三
十
二

（
一
八
九
九
）
年
の
産
婆
規
則
制
定
に
よ

り
、
資
格
試
験
・
名
簿
登
録
・
業
務
範
囲

な
ど
が
規
定
さ
れ
、
は
じ
め
て
全
国
レ
ベ

ル
の
産
婆
資
格
の
統
一
が
図
ら
れ
、
職
業

と
し
て
の
開
業
権
も
与
え
ら
れ
た
。
戦
後

新
た
に
制
定
さ
れ
た
保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
法
（
略
し
て
保
助
看
法
。
昭
和
二
十
三

（
一
八
四
八
）
年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
政
策
）
に

よ
り
、
産
婆
か
ら
助
産
婦
と
名
称
も
変
更

さ
れ
免
許
制
と
な
り
、
正
常
分
娩
の
介
助

御
利
益
の
あ
る
お
守
り
の
紹
介
、
ま
た
そ

の
神
社
紹
介
、
さ
ら
に
神
社
参
拝
の
方
法

や
大お

お

祓は
ら
いの
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
た
神
社
豆

辞
典
も
兼
ね
て
い
る
。

当
社
は
「
す
ご
い
珍
し
い
お
守
り
」
の

条
の
「
珍
し
い
由
来
」
に
、三
石
神
社
（
兵

庫
県
）
の
安
産
御
守
と
し
て
、
お
守
り
の

写
真
も
付
け
ら
れ
「
神
功
皇
后
懐
妊
の
際
、

三
つ
の
石
を
身
に
付
け
て
安
産
を
祈
願
し

た
と
い
う
故
事
に
ち
な
む
、
三
つ
の
石
が

入
っ
た
安
産
御
守
。
か
つ
て
袋
の
中
の
石

が
白
二
個
な
ら
男
子
、
黒
二
個
な
ら
女
子

と
占
っ
た
そ
う
で
す
」
と
簡
単
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

「
あ
と
が
き
」
に
は
、「
私
た
ち
が
生
き

て
い
る
今
は
、
は
る
か
な
る
過
去
か
ら
無

限
に
続
く
未
来
の
真
ん
中
『
中な

か

今い
ま

』
で
あ

る
と
い
う
神
道
の
概
念
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
神
代
か
ら
つ
な
が
り
、
そ
し
て
未

来
に
影
響
し
な
が
ら
、
つ
な
が
り
続
け
ま

を
は
じ
め
新
生
児
の
保
健
指
導
な
ど
の

業
を
す
る
女
性
の
こ
と
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
の

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
で
助
産
婦
は
助

産
師
に
改
め
ら
れ
、
そ
の
資
格
取
得
は
国

家
試
験
合
格
者
と
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

  

シ
リ
ー
ズ

書
籍
に
見
る
三
石
さ
ん
　

『
日
本
全
国
開
運
神
社

　
　
　
　
　
こ
の
お
守
り
が
す
ご
い
！
』

本
書
は
㈱
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
か
ら
平
成

三
十
年
三
月
に
発
刊
さ
れ
て
い
る
（
定
価

本
体
一
、三
八
四
円
＋
税
）。
著
者
は
Ｔ
Ｖ

番
組
に
も
出
演
し
て
お
守
り
や
神
社
仏
閣

の
魅
力
を
も
紹
介
し
て
い
る
中
津
川
昌
弘

氏
で
あ
る
。

本
書
は
、「
は
じ
め
に
」
の
条
に
、「
人

類
は
、
神
に
祈
り
、
願
う
こ
と
で
、
災
厄

を
除
け
、
発
展
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
的

事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
祈
り
が
病
気
の

治
療
等
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
、
科
学
的

に
解
明
さ
れ
て
き
ま
し
た
」
と
述
べ
、
さ

ら
に
太
字
で
「
お
守
り
の
力
を
信
じ
て
く

だ
さ
い
。
願
い
は
、
か
な
い
ま
す
」
と
、

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
国
の
神
社
の
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す
。
神
社
や
お
守
り
は
、
そ
の
よ
う
な
縁

を
さ
ら
に
強
く
結
び
つ
け
て
く
だ
さ
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

相
当
な
神
社
通
と
な
っ
た
著
者
は
、
神

社
参
拝
し
て
お
守
り
を
身
に
付
け
る
こ
と

に
よ
り
、
数
年
前
に
設
立
し
た
会
社
は
経

済
・
社
会
状
況
の
変
化
が
あ
っ
て
も
何
の

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
ま
た
家
庭
も
円
満
で

あ
る
と
、
お
守
り
の
ご
利
益
を
説
き
、
す

べ
て
の
人
が
お
守
り
の
ご
利
益
に
よ
り
幸

福
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
結
ん
で
い

る
。平

成
三
十
一
年
の
神
社
神
事
・
行
事
予
定

一
月　

一
日　

歳
旦
祭
（
初
詣
）

一
月　

三
日　

氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭

　
　
　

フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踊
奉
納

　
　
　

藤
井
清
美
・
野
村
美
穂　

両
先
生

五
月
二
十
四
日　

例
大
祭

　
　

二
十
五
日　

地
区
子
供
み
こ
し
巡
幸

　

二
十
六
日　

神
幸
式
（
お
わ
た
り
）

六
月
十
六
日　

氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

七
月
十
七
日　

夏
越
祭

　
　
（
琉
球
舞
踊
奉
納
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

　
　

十
八
日　
（
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

九
月
二
十
三
日　

西
宮
神
社
産
宮
参
り

十
月　

二
十
日　

秋
祭（
天
照
皇
大
神
祭
）

各
月
一
日　

月
次
祭

十
一
月
中　

七
五
三
詣

三
石
神
社
諸
祈
祷
ご
案
内

【
殿
内
個
人
祈
祷
】

（
殿
内
に
お
け
る
各
種
祈
祷
）

家
内
安
全
、
病
気
平
癒
、
安
産
、
初

宮
詣
、
七
五
三
詣
、
学
業
成
就
、
厄

除
、
交
通
安
全
、
そ
の
他

【
会
社
・
事
業
所
安
全
繁
栄
祈
祷
】

（
会
社
・
事
業
所
団
体
祈
祷
は
事
前

ご
予
約
願
い
ま
す
）

【
出
張
祭
典
】

（
諸
準
備
の
為
、
事
前
ご
予
約
願
い

ま
す
）

起
工
・
地
鎮
祭
、
上
棟
式
、
竣
工
式
、

入
居
清
祓
式
、
神
棚
祭
、
各
種
安
全

祈
願
祭
、
そ
の
他
（
含　

神
葬
祭
）

 

服ぶ
っ
き忌
に
つ
い
て

　

家
庭
に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、
一
般

的
に
は
五
十
日
間
を
忌
中
と
し
て
故
人
を

偲
び
、
神
棚
に
半
紙
を
貼
る
な
ど
し
て
お

フラメンコ

印　

刷　

所

（有）
前
川
企
画
印
刷

神
戸
市
兵
庫
区
永
沢
町
三
丁
目
三

−

十

TEL
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

二
四
八
八

FAX
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

七
二
二
〇

ま
つ
り
を
遠
慮
し
ま
す
。

　

忌
が
明
け
れ
ば
神
棚
も
お
ま
つ
り
し
、

通
常
の
生
活
に
戻
り
ま
す
。
忌
の
期
間
が

正
月
を
ま
た
ぐ
場
合
は
、
忌
が
明
け
て
か

ら
神
社
の
参
拝
、
ま
た
、
お
神ふ

札だ

を
受
け

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
親
戚
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
は
、
お
葬
式
を
出
し
た
お
家
で
な
け
れ

ば
、
葬
儀
告
別
式
後
通
常
の
お
ま
つ
り
を

し
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
略
は
当
社

に
お
尋
ね
下
さ
い
。


